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若年者にみられた原発性膀胱腺癌の1例
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PRIMARY BLADDER ADENOCARCINOMA IN A YOUNG GIRL

  Kiyoshi  SAITO and Toshihiro TAKAHASHI 
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             (Chief: Dr. K. Saito)

   We describe a case of primary adenocarcinoma of the bladder in an 18-year-old girl. She had no 
recurrence five years after operation. A young case is very rare because primary bladder adenocarcinoma 
are found mostly in old patients. We collected 86 cases of primary bladder adenocarcinoma in the Japanese 
literature, but found no case of a young patient in them. 

   In the literature, epithelial bladder tumors in children have been reported to show good prognosis 
compared with adults. 

                                               (Acta Urol. Jpn. 34: 1035 --1038, 1988)

Key words: Bladder, Primary adenocarcinoma, Young case

緒 言

膀胱腫瘍は尿路腫瘍の中では,比 較的に頻度の高い

ものであるが,そ の内で腺癌の占める割合は0.8～3%

と少ない.膀 胱腺癌は,膀 胱上皮から発生する原発性

腺癌と,尿 膜管の遺残物から発生する尿膜管癌に分け

られるが,前 者の好発年齢は比較的に高く,若 年者の

発生は稀である.

今回,18歳 の女子にみられた原発性膀胱腺癌の1例

を経験したので症例を報告すると共に,市 川1)(1958)

の報告以後の原発性膀胱腺癌の本邦報告例の46例 の集

計と,若 年者発生の膀胱腺癌の特徴について考察を加

えた.

症 例

患者=18歳,事 務員

主訴:蛋 白尿

既往歴=8歳 時に両側逆流尿管のため尿管新吻合術

を受けた,

家族歴=特 記事項なし

現病歴=検 診時に蛋白尿を指摘されて受診 した.

現症:体 格中等,頸 部および胸部に異常なし.下 腹

部に手術搬痕があるが,触 診所見に異常なし.

検査成績:血 液像と生化学検査に異常なし.尿 検査

;蛋白(帯) ,RBC(一),WBC(一),尿 細胞診

classI.

レ線検査成績:胸 部写真は正常,IVPで 右腎は正

常であるが,左 腎は水腎 ・水尿管を示 し,尿 管下端に

狭窄 がみられた(Fig.1).膀 胱造影は逆流尿管や陰

影欠損を認めない.

膀胱鏡所見:左 尿管口の上方に大豆大で乳頭状の広

基性腫瘍と,膀 胱頸部の11時 の位置に小豆大で乳頭状

の広基性腫瘍を検出した.Fig,2は 左尿管口の上方

の,Fig.3は 頸部の腫瘍を示す.

入院後の経過:内 視鏡所見より膀胱腫瘍と診断し,

経尿道的腫瘍切除術 を実施 した.病 理診断はstage

Aでlowgradeのnon-urachaladenocarcinoma

と判 明した.術 後,5FU4,000mgと 線維素溶解酵素

エレース1Vを 使った,膀 胱内注入療法を5日 間行

った.術 後2週 目に,左 尿管下端狭窄に対して尿管新

吻合術を実施した.尿 管下端の病理検査では腫瘍組織

の残存はなく搬痕組織を認めた.術 後4週 間で退院し

た.そ の後,5FU2,000mgと エ レース1Vの 膀胱

内注入療法を2週 ～1ヵ 月に1回 で実施した.現 在,

術後5年 になるが再発はない.

病理組織所見:粘 膜上皮は乳頭状を示し,粘 膜下層

に円形細胞の浸潤を伴 う.腫 瘍細胞は粘液産生を示す

高分化型で,腺 管を形成し,非 浸潤性に発育を示 した

(Fig.4,5).
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考 察

原 発 性膀 胱 腺癌 は,膀 胱 腫 瘍 の組 織 型 の 内で は比 較

的 に稀 な もので あ る.そ の発 生頻 度 は,本 邦 例 で は市

川1)(1955)が1,018例 の原 発性 膀 胱 腫瘍 の 中 で40例

(3.9%)に み られ た と報 告 して い る.一 方,欧 米 では

Mosto丘3)(1955)が,膀 胱腫 瘍 の 全 体 の1～2%に

発 生 した と述 べ てい るが,Thomasら4)(1971)は 上

皮 性膀 胱 腫 瘍 の5,300例 中25例(0.75%)に,O'Dea5)

(1983)は15年 間 の4,500例 の 膀 胱 腫 瘍 の 中 で25例

(0.55%)と か な り少 ない 発生 率 を報 告 して い る.

本邦 の 報 告 例は 市 川 が40例 を 報 告 した1955年 以 後

騰l
Fig.5.Highpowerviewrcvealssignet-ring

cells.H.E.×400.

は,青 柳9)(1979)が33例 を集 計 した が,そ の中 で10

例 が 頂 部 に発 生 して いた た め に尿 膜 管 起 源か ど うか 不

明 であ る と述 べ て い る.そ の後,1985年 に岩 井 ら20)

が,市 川 以後 に 報 告 され た30例 を,ま た,1985年 に は高

士 ら17)が,同 様 に28例 を集 計 して い る.わ れわ れ が調 べ

た 範 囲 で は,岩 井 ら と高 士 らが報 告 した 中 に 含 まれ て

いな いか,あ る い はそ の 後 に報 告 され た 症例 として16

例 が 集め られ たε・1`'-16,IS・IC・21・22).その 結 果,市 川 以後



斉藤,高 橋:原 発性膀胱腺癌,若 年者

の報告例は46例を数える.

われわれが集計 した46例 の原発性膀胱腺癌につい

て,年 齢分布は自験例を除 くと38歳から89歳に及び,

平均年齢は56歳 と高齢者に好発している.20歳 以下の

原発性膀胱腺癌の報告例は,わ れわれが調ぺた限 りで

は,欧 米においてはMostofiら3)(1955),Javad-

pourandMostofi2)(1969)とRaghavaiahand

Redd}6)(1976)の3例 がみられた.一 方,本 邦にお

いては自験例のみであった.性 別では男女比が29:17

(1.7:1)と 男性に多い.発 生部位は,後 壁と側壁に

発生することが多く,こ の両者で半数を占める.単 発

例が大多数であるが,7例 で2～4個 の多発例がみら

れた.し かし,頂 部にみられるものは尿膜管癌との鑑

別が必要となる.

膀胱の腺癌は,膀 胱上皮から発生する原発性腺癌と

尿膜管の遺残物から発生する尿膜管癌に分けられる.

尿膜管に由来する腺癌の鑑別は次の3つ の条件によっ

て行われる.D腫 瘍が頂部または前壁にある,2)腫 瘍

は粘膜下より筋層内にあ り,表 面が正常な,ま たは潰

瘍化した上皮で覆われている.3)腫 瘍に隣接 して尿膜

管の遺残物がみられた り,恥 骨上への腫瘍の拡が りが

みられる.自 験例はこれらの条件のいずれにも当ては

まらず,原 発性腺癌と判断した.
ま

若年老 の上 皮性 膀 胱 腫瘍 の 特 徴 と して,成 人 の もの

と比べ て,膀 胱腫 瘍 の 全体 の 中 に 占め る 割合 は 非 常に

少ない.市 川(1955)の 報 告 した1,018例 の 膀胱 腫 瘍

の中で20歳 以下 の もの は20例(1.95%)に す ぎな い.

この うち,上 皮 性膀 胱 腫瘍 は5例(0.5%)で あ る.

Melicow23)(1974)は2,500例 の膀 胱 腫 瘍 中 に子 供 の

上皮性膀 胱 腫瘍 の1例(0.04%)を 認 め た.Javad-

pourandMosto丘2)(1969)は1,000例 の 上 皮性 膀胱

腫瘍 の中 で20歳 以 下 の 症例 は4例(0.4%)で あ った

と述べ てい る.Shawら24)(1958)は20歳 以下 の40例

の上皮性膀 胱 腫 瘍 を集 計 してい るが,こ の 内 のほ とん

どの ものがgradeI～IIの 移 行 上 皮癌 で,乳 頭 状 ・

非 浸潤 性 の発 育様 式 を示 してい た.こ の よ うに,若 年

者 の上皮性 膀胱 腫 瘍 は成 人 の も の と は っ き りと 異 な

り,単 発性 で 乳頭 状 で,悪 性 度 の低 い もの が大 多 数 を

占め るため,良 好 な 臨床 経 過 を とる.

膀胱腺 癌 は移 行 上 皮癌 と比 べ て局 所 で の再 発 を お こ

し易 く,膀 胱壁 へ の進 行 性 の浸 潤 傾 向 を持 ち早期 に遠

隔転移 を来 た し易 い とい わ れ てい る.わ れ われ の 集計

した46例 の原 発 性膀 胱 腺 癌 にお い て,6ヵ 月 以上 の観

察が 行われ た19例 の術 後 の経 過 で は6例(31.6%)が

再 発 ない し 死亡 し,13例(68.4%o)で 再 発 が な い.

しか し,先 のJavadpourandMosto丘2)(1969)と
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RaghavaiahandReddy6)(1976)の 原発性膀胱腺

癌症例は急速な再発 ・転移により死亡している、幸い

に,自 験例は5FUと 線維素溶解酵素の膀胱内予防注

入を長期に実施していたが,術 後5年 が経過したが再

発を起こしていない.

結 語

1)18歳 の女子 にみられた原発性膀胱腺癌の1例 を

報告した.

2)若 年者の原発性膀胱腺癌は稀で,欧 米で3例

本邦では自験例のみであった.
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